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新生ＪＲ東労組に再結集し、共に茨の道を切り拓き、 

 

 

２０１８年７月 8日（日）秋田市「イヤタカ」において、「第 34回定期大会」を開催し、新たな JR

東労組運動を全組合員で創り上げる方針を満場一致で確認しました。 

18春闘をめぐる「格差ベア根絶」「戦術行使」の方針は、組合員の意思とは大きくかけ離れ、「ストを

決意させる」議論に終止してしまい、JR東労組に対する信頼や求心力を失墜させてしまいました。 

発言では、「18春闘について、職場では『確立』と『行使』の認識に乖離があった。戦術行使は厳し

いという意見に耳を傾けることなく、役員の一方的な方針貫徹があった」「方針が二転三転し、情報も

無く組合員は混乱し、東労組への求心力が失墜した」など代議員からの厳しい意見が出されました。ま

た、労働協約の逸脱、労使共同宣言の失効により組合員の不安は増大し、大量脱退を生み出した結果か

らすれば「大敗北」であったと総括をしました。 

一方で、組合員との議論を進める中、「全組合員との総対話に拘り議論することで、分会への信頼を

勝ち取り結束が強化された」「組合員の為に真剣な先輩の姿勢から学び、自分も東労組に残るではなく、

仲間を創っていく決意ができた」「当たり前の東労組運動ができていたのかを捉え返し、組合員の為の

当たり前の運動を進めていく」「悩み、心ならずも組織を離れた組合員からの信頼を取り戻し再加入し

たい組織へとしていく」など運動のスタートを切り出す発言も多く出されました。 

「乗務員勤務制度の見直し」に対する職場組合員の意見も出される等、今後は会社施策に向き合い組

合員の働き甲斐と安全の向上を目指していきます。そして、組合員の利益を第一義とする労働組合主義

にもとづき、新執行体制で中央本部と連帯し職場からのたたかいを創り上げていきます。 
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